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 事業所周辺の清掃活動

　地域環境美化に貢献するため、事業所周辺の清掃活
動や地域自治体が主催する美化活動への参加を推進し
ています。工場周辺の定期的な清掃活動は、国内の工
場のみならずベトナムやイ
ンドネシアの工場でも取り
組んでおり、多くの従業員
が清掃活動に参加してい
ます。
　また、地域の美化活動に
も積極的に参加しており、
ごみ拾いや川の清掃活動
を通じて地域社会の環境
美化に努めています。

 NPO法人との協働

　当社環境クラブでは、地域の里山保全活動を行う
NPO法人の活動に賛同し、孟宗竹を伐採し森林の荒廃
を止めるための活動に参加しています。2015年より継
続的に活動しており、2018年度は20名の従業員が九
州本社近隣の里山の孟宗竹伐採と、薬木の植樹を行い
ました。
　2018年度の活動内容
　　  4月　新竹の駆除
　　  7月　下草駆り
　　10月　竹林の伐採
　　  2月　地ごしらえ　 　

　また、久光製薬株式会社ほっとハート倶楽部を通じ
て、環境保全に取り組んでいるNPO法人や市民団体を
支援しています。2018年度は3県5団体に寄付金を贈
呈し、環境保護活動に役立てられました。

VOICE

久光インドネシアでの
取り組み 
Product　Manager
Zulfadli

　久光インドネシアは1975年に
設立し、サロンパス　

®を中心に「貼
付剤による治療文化」の良さを啓

発してきました。
　インドネシア国内では、昨今の経済発展を背景とし
た健康志向の高まりやプラスチックごみによる環境汚
染など、様々な生活環境の変化が顕在化しています。
そのような中で、2018年5月に「サロンパス　

®の日」活
動の一環として、久光インドネシアの従業員と一般の
お客さまが一緒になって環境活動に取り組む登山イベ
ントを行いました。サロンパス　

®を貼りながらインドネシ
アの人気のスポットであるGede Pangrango山を登
り、「1つのゴールに向かって」等を合言葉にして登山
道でペットボトルなどのゴミの回収や清掃活動を行う
ことで、楽しみながら環境保護に対する意識を醸成し
ています。
　久光インドネシアでは、これからもサロンパス　

®を通
じて環境保護の啓発に努め、お客さまと共にブランド
を創ってまいります。

　企業市民として、環境保全活動にも積極的に
取り組んでいます。国内外の従業員が、事業所
周辺の清掃活動や地域の清掃活動へ参加した
り、環境保全に取り組むNPO法人と協働した
活動を行ったりすることで、環境への意識を高
めると共に、持続可能な地域社会との共生を
図っています。

環境コミュニケーション

従業員とのかかわり

雇用
職場環境
労働安全衛生

地域と協同した美化活動

登山イベント参加者の集合写真
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 多様な人材の活躍

　久光製薬は、企業の根幹が「人｣にあることを認識し、
事業活動を通じて従業員の能力発揮や自己実現を図る
ことが重要であると考えています。経歴や文化的背景、
ライフステージが異なる従業員それぞれの個性を尊重
し、多様な人材の活用を促進することで、今後の環境変
化に適応する企業体質の変革を推進しています。
　さらに、管理職研修をはじめ社内研修の場でも多様
な人材活用の重要性について啓発し、ダイバーシティの
理解を深めています。

 グローバル人材の育成

　グローバルな事業展開を行うために、海外拠点での
従業員採用を拡大しています。現地での採用後、人事異
動や研修を通じて、日本の文化や社員に対する理解を
深めることで、グローバルコミュニケーションを図ってい
ます。久光製薬グループにおける海外従業員比率は、
2019年2月現在41％となっています。
　また、海外での競争力を強化するため、グローバルに
活躍できる人材育成を推進しており、英語研修や異文
化コミュニケーション、マネジメントスキルなどの取得・
向上を目指した研修の機会を提供しています。2018年
度は、全従業員に対してTOEICの受検を支援する「グ
ローバルチャレンジ」制度を導入し、従業員の英語の自
己学習を支援するとともに、将来のグローバル人材の掘
り起こしをしています。

 女性活躍の推進

　企業の持続的な成長と企業競争力強化のために、女
性の活躍推進は欠かせないと考えています。男女を問
わず従業員それぞれがライフイベントに応じた働き方
を実現し、活躍し続けられる環境整備に取り組んでいま
す。結婚や出産・育児、介護等に関連する制度を導入し、
ライフイベントと仕事の両立をしやすい環境を整えると
ともに、管理職研修や階層別研修などの社内研修で両
立支援制度の周知を行うことで、多様な働き方に対す
る理解や意識の向上を図っています。
　また、女性管理職の育成にも努めており、2013年よ
りヒサミツ・ウィメンズ・リーダー（HWL）研修を実施して
います。各部門から推薦された従業員が、コミュニケー
ションやリーダーシップ、チームマネジメント、セルフマネ
ジメントやキャリアビジョンなどの知識やスキルを、研修
を通じて習得します。
　2018年度の当社における女性管理職比率は、
2013年度と比較して2.4％増加しており、その中で
HWL研修の受講者は10名にのぼっています。

HWL研修

　久光製薬は、行動指針において人種、国籍、
民族、性別、年齢、信条、宗教、障がい、疾病、
社会的身分による不当な差別やハラスメントを
排除することを定めています。全従業員でお互
いを認め、高めあう環境を作ることで、一人ひと
りが能力を最大限に発揮し、活躍し続けられる
組織づくりに努めています。

雇用

国内
59％

海外
41％

全従業員

2,792名

 障がい者雇用

　多様な人材活用の一環として、障がい者雇用を促進
しています。製造現場での軽作業だけではなく、企画部
門や研究所などにも雇用を拡げ、能力に応じて活躍で
きる業務の創出に努めています。
　また、多目的トイレの設置や段差の解消など職場環境
を整備するとともに、職場懇談会を定期的に開催して対
話の場を設け、働きやすい環境づくりに努めています。
今後も従業員の個性や能力に応じて活躍できる職場環
境づくりに積極的に取り組んでまいります。

 高年齢者雇用

　従業員が生涯生活設計を考え、充実したセカンドライ
フを送るためのきっかけづくりの場として、57歳を迎え
た従業員を対象に「ライフプラン研修」を実施していま
す。また、60歳の定年を迎えた社員を対象に再雇用制
度を設け、希望する社員を最長65歳まで雇用しており、
従業員が長期にわたり安心して就労できるよう、支援
体制を整えています。

 モラール・サーベイ（従業員満足度調査）

　従業員の満足度調査として、1998年からモラール・
サーベイを実施しています。組織の強みと課題を明らか
にし、活力溢れる職場にすることを目的としており、調
査結果は職場ごとにフィードバックし、マネジメントや職
場環境の改善に活用しています。また、全社的な研修の
教育カリキュラムにも結果を反映し、改善につなげてい
ます。

　2004年からは毎年11月に実施しており、継続的な
改善を図りながら従業員のモラール向上に努めてい
ます。

 研修制度

　企業という組織は、一人ひとりの能力と個性の集合
体であり、能力と個性を育成することが企業の発展に
結びつくものと考えています。当社は「人材は磨いて作
り上げるもの」という考え方のもと、長期的視点に立ち、
組織的および計画的な人材育成に取り組んでいます。
個々の成長レベルに応じた考え方・スキルを習得する階
層別、スキル別の研修などさまざまな研修を実施して成
長の機会を提供しています。また、自由な時間に学べる
通信教育制度を設け、業務のスキルアップやグローバ
ル化に必要な語学力の習得ができるよう自己研鑚の
支援を行っています。医薬情報担当者（MR）に対しては、
「MR認定試験」学習の支援を行うほか、最新の医薬情
報を医療関係者の方々へわかりやすくお伝えできるよ
うに、継続した教育研修を実施しています。

新入社員研修でのグループワーク

その他  階層別階層  ビジネススキル  テーマ別  職種別自己啓発
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 3年目研修

 5年目研修

課長研修

新人フォローアップ研修
新人研修

新任管理職研修

 管理職研修

経営学研修

●研修制度

●久光製薬グループ
　国内・海外従業員比率

　2019年2月末現在
2.00%

2.60%

3.37%

3.07%

4.20%
4.40%

2013 2014 2015 2016 2017 2018（年度）

●女性管理職比率
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 ライフイベントに関する制度

　さまざまなライフイベントを迎えた従業員が、男女問
わず継続して能力を発揮できるよう制度を整えていま
す。2012年度には、「次世代育成対策推進法」に基づ
き、子育てサポート企業と認定され、「くるみん」マークも
取得しています。

■ 社内保育園
　社内保育園「さくらさく保育園」を九州本社内に開設
しています。保育時間を勤務時間に合わせて午前7時か
ら午後8時までとしており、小学校に進学するまでの約
30名の園児が利用しています。事業所内に保育園を設
置することで、子育て中の従業員が安心して子どもを預
けることができ、仕事と育児を両立しやすい環境づくり
を推進しています。

さくらさく保育園

■ 産休・育休者能力アップ支援
　産休・育休者専用の情報サイトを設け、産休・育休者
同士や先輩社員との情報交換や育児・病気について24
時間電話相談ができるようにしています。また、職場復
帰講座などの通信教育も整え、仕事から離れることでの
スキル低下や、復職後の仕事と育児の両立に対する不
安を軽減できるよう努めています。
　2018年度中に復帰時期を迎えた育児休業取得者の
復職率は96％でした。

■ マタニティ制度
　妊娠中の従業員が、体調管理のための休暇を取得で
きる制度を設けています。

■ 保育料サポート制度
　育児サポートの一環として、会社が保育料の一部を
補助することで経済的負担を軽減し、早期復職を促す
制度を設けています。

 働き方改革への取り組み

　従業員が仕事とプライベートのバランスを取りなが
ら、活き活きと働くための制度を導入し、ワーク・ライフ・
バランスの実現に向けた取り組みを推進しています。
　時間外労働を減らすために、業務の見直しを図り労
働生産性を高めるとともに、上司が部下の勤務時間や
業務の進捗状況、健康状態を毎月確認し、必要な対応
を講じています。
　また、毎週水曜日に定時退社を促す「家族団らん・
自己啓発の日」や、有給休暇の取得を推奨する「家族
の絆を深める日」（誕生月を含め年2回）を定めるな
どして、職場環境の改善に取り組んでいます。2018
年度は、連続3営業日以上の有給休暇を取得する
「WAKUWAKU連続休暇」制度を新設し、心身ともに
健康で活力ある職場づくりを推進しています。

　久光製薬は、すべての従業員がそれぞれの力
を最大限発揮できるように、健康と安全に配
慮した働きやすい職場環境づくりに努めていま
す。男女問わず継続的なキャリア形成を実現す
るための制度や、仕事と生活にメリハリを持っ
て取り組めるよう、保養施設やスポーツ・文化
サークルの場を提供するとともに、福利厚生の
専門会社を利用し、国内各地でさまざまなサー
ビスを受けられるようにしています。

職場環境
 従業員の活動評価

　当社では、仕事に対する意欲の向上や自己の成長を
図るため、個人の成長度と会社に対する貢献度の二つ
の観点により一人ひとりを評価しています。
　評価期間のはじめに上司との面談をもとに明確な目
標を定め、期間終了後には振り返りと自己評価を行いま
す。その後、上司との面談を通じて達成度や改善点など
を確認することで、従業員の能力向上を図っています。
　また、目標管理だけではなく行動評価も加えた最終
評価が従業員への報酬に反映され、最終結果を従業員
にフィードバックすることで、仕事に対する達成感につ
なげています。

 福利厚生および制度

■ 保養施設
　当社は従業員の保養施設として、大分県由布市で
「湯布高原ヴィラ」を運営しています。この施設は九重
連峰を望む高台に位置し、宿泊施設と温泉、研修施設を
備えています。従業員や家族の保養のほか、社員研修で
も利用しています。

保養施設「湯布高原ヴィラ」

■ 独身寮・社宅
　本社、研究所のある地区には独身寮や社宅を備え、
住環境整備を行っています。それ以外の地区では、借上
社宅制度を設け、転居を伴う異動や単身赴任者の生活
不安を解消しています。

独身寮「隆正館」

■ 持ち家取得の援助
　従業員の住宅取得負担を軽減し資産形成を支援する
ため、従業員持ち家援助制度を設けています。

 久光製薬クラブ

　久光製薬には、従業員が相互の親睦を図り、福利厚
生活動の一環として運営する「久光製薬クラブ」があり、
当社は設備の整備や資金面での支援を行っています。
このクラブは、全国でスポーツ系から文化系まで100を
超えるクラブが活動しており、従業員は希望の部会に
参加し、共通の趣味や余暇活動を通じて年代や部門を
越えた交流を深めています。
　また、従業員の健康増進や社内交流を目的として
毎年体育行事および社員旅行を実施しており、勤務
日を調整するなどして参加しやすい環境づくりに努め
ています。

登山クラブの活動

VOICE

育児休業制度を利用して
基礎研究所  大橋 秀明
　第二子の出産を機に、1ヶ月間の育
児休業（育休）を取得しました。第二
子の出産後に長女の面倒を見る必要
があり、仕事と家庭の両立に悩んで
いたところ上長から育休取得の提案

があり、妻と話し合った結果、取得することに決めました。
　それからは育休に入るまでに完了させる仕事や引継ぎ
が必要な仕事を細かくチェックし、職場の同僚の協力を得
ることでスムーズに育休へ移行できるように準備しました。
育休中は長女の面倒を見つつ、掃除や洗濯、料理などの家
事全般を行いましたが、なかなか大変であり、あっという間
に1ヶ月が過ぎました。復帰後も妻をサポートするため、仕
事の優先度を考慮して効率化を図り、早く帰宅できるよう
に意識しています。
　最近は男性の育休がニュースや新聞で話題に取り上げ
られ、取得したいと考える男性も増えているようです。た
だ、大切なのは「取得すること」ではなく「取得して何をする
か」だと思います。子どもの出産を機に、家庭や仕事で何を
すべきかを考え、その上で育休が必要かどうか周囲の人々
と相談することが重要だと感じています。

40
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52.7

61.7

2014 2015 2016 2017 （年度）2018

●年次有給休暇の取得率の推移
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 管理体制

　労働安全衛生法に基づき、各事業所の人員規模や事
業内容に応じて安全衛生委員会および衛生委員会を
設置しています。統括安全衛生管掌をトップとして、安
全衛生委員長、総括安全衛生管理者、安全管理者、衛
生管理者、産業医を選任して、労働災害と健康被害の
防止に取り組んでいます。
　産業医・衛生部会委員・安全部会委員による職場巡
視を定期的に行い、安全衛生上の問題点を見出し、改
善につなげています。また、安全衛生委員会を毎月1回
開催し、健康被害防止対策や労働災害の原因・対策な
どの審議および情報共有を行い、全従業員が安全に安
心して働くことができる職場環境の形成を目指し、労使
一体となり活動を進めています。

安全衛生委員会

統括安全衛生管掌

安全衛生委員長

安全部会 衛生部会

事務局 事務局安全管理者 衛生管理者

事務局総括安全衛生管理者
産業医

安全部会部会長
安全部会副部会長

安全部会委員

衛生部会部会長
衛生部会副部会長

衛生部会委員

 作業環境の管理

　騒音、塵埃、照度など職場の作業環境を定期的に測
定し、環境基準を管理しています。また、安全衛生委員
による職場巡視を毎週実施し、安全衛生上の改善点等
についてチェックを行っています。特に、有機溶剤などを
取り扱う作業室では、有機溶剤作業主任者を選任し、健
康に影響を及ぼさないように作業環境の改善指導や、
保護具の管理指導を行っています。

 従業員の健康管理

　従業員の健康維持・増進は、当社における重要な経
営課題の一つであり、さまざまな施策を展開していま
す。労働安全衛生法に基づく年1回の一般健康診断お
よび生活習慣病検診の受診を徹底し、検診結果に即し
たフォローアップを行っています。そのほか、該当者への
特殊健康診断（有機溶剤取扱者、深夜作業者、じん肺）
を年2回実施し、従業員の健康管理を図っています。

■ ストレスチェックへの取り組み
　従業員が自身のストレス状態に気づき、セルフケアに
役立てられるよう、2016年より全社員を対象としたスト
レスチェックを行っています。2018年は99．7％の従業
員がストレスチェックを受検し、結果に応じて産業医によ
る面談を行いました。
　また、結果は部署ごとに集計・分析され、職場環境改
善に役立てられています。

■ インフルエンザ予防接種の実施
　従業員の健康維持への取り組みとして、インフルエン
ザ予防接種を推奨しており、各事業所での集団接種の
実施や接種費用の補助をしています。

　当社は、人々の健康に奉仕する医薬品企業と
して、先ずそこで働く従業員が健康な心と体を
持つことが大事だと考えています。そのため、従
業員の生活の質を向上させるとともに、より安
全で安心して働ける労働環境の整備と、関連す
る社内規定の充実に努めています。

労働安全衛生
 産業医によるカウンセリング

　産業医による職場巡視を毎月行い、従業員の安全
面、衛生面に関する第三者評価を行っています。改善点
は管理者にフィードバックするとともに、従業員には直
接指導や面談を行っています。
　メンタルヘルス不調者には、随時産業医によるカウン
セリングを行い、フォローアップを行うとともに、休職者
には職場復帰プログラムを準備して円滑な復職ができ
るよう支援しています。

 労働災害の発生件数

　リスクアセスメントの実施により事故の未然防止に努
めるとともに、防災意識を高め、労働災害の削減に努め
ています。2018年度は12件の労働災害、3件の休業災
害が発生し、労働災害度数率は0.8％でした。（久光製
薬スプリングスの件数を除く）
　今後も労働災害ゼロを目標に、リスク低減活動に取
り組むとともに、従業員の安全意識向上に努めてまいり
ます。

 防災訓練

　全事業所で年2回、火災や地震に対する防災訓練を
実施しています。事業所ごとに環境の違いがあるため、
それぞれ起こりうる被害を具体化し、訓練に取り組んで
います。
　また、AED使用訓練や負傷者搬送、消火器訓練など
も行い、有事の際には速やかに対応ができるよう、それ
ぞれが対応手順を確認しています。
　訓練で明らかになった課題は事業所ごとに精査し、防
災対策の精度をさらに高めています。

東京本社でのAED講習

 車両運転の安全対策

　日常的に車の運転をすることが多いMRに、安全運転
に対する意識を高め、交通事故を防止するための取り
組みを推進しています。2018年度の営業車両による事
故は148件で、そのうち運転経験の浅い新人MRの事
故は25件の16.9％となりました。2016年度より営業
車両にテレマティクスを導入し、危険運転挙動を把握す
るとともに、社員の安全運転教育やエコドライブの意識
向上に取り組んでいます。また、衝突被害軽減ブレーキ
付の車両を導入し、事故の未然防止にも取り組んでい
ます。この衝突被害軽減ブレーキ付車両は、2021年ま
でに全車両での導入を目指しています。

　また、自動車による通勤が多い事業所では毎年交通
安全講習を行っており、交通安全意識の向上を図ってい
ます。2018年は、多くの従業員がバイク通勤をしてい
る久光インドネシアでも交通安全講習を行い、インドネ
シアにおける交通渋滞を考慮した内容で従業員の教育
を行い、安全運転に対する意識の醸成に努めています。

久光インドネシアでの交通安全講習

新人 新人以外
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●新人MR事故率

※九州本社と宇都宮工場では、2019年12月の
ISO45001の認証取得を目指しています。
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環境とのかかわり

2016年度 2017年度 2018年度

社員数
男性 1,174人 1,170人 1,168人 ※単体
女性 407人 425人 428人 ※単体
男女計 1,581人 1,595人 1,596人 ※単体

平均年齢 36.3歳 36.7歳 37.1歳
平均勤続年数 12.5年 12.9年 13.3年
女性管理職比率 3.07% 4.20% 4.40%
育児休業取得者数 28人 27人 34人
高齢者雇用率 2.86% 2.52% 2.50%
障がい者雇用率 2.06% 2.16% 1.86%
有給休暇取得率 52.0% 52.7% 61.70%
労働災害件数 40件 36件 25件
休業災害件数 3件 4件 3件
度数率 0.79% 1.06% 0.80%
国内従業員数 1,723人 1,732人 1,653人 ※連結
海外従業員数 1,028人 1,091人 1,139人 ※連結

新入社員数
男性 46人 47人 41人
女性 28人 32人 26人
男女計 74人 79人 67人

保育所利用家族数 34人 29人 26人
保育所利用園児数 39人 32人 28人

※労働災害件数に久光製薬スプリングスでの労働災害も含みました

●従業員データ　※2019年2月末時点

●福利厚生制度

環境管理
地球温暖化防止
環境負荷低減

制度名 内　容
結婚 結婚時勤務地申請制度 結婚時に配偶者との同居が可能となるような勤務地の希望を申請できる制度

出産
・
育児

育児休業 産後休業後、子が1歳6ヶ月に達するまで、または1歳に達した後の4月末までのうち、いず
れか長い期間（ただし事情により最長2歳まで）休業できる制度

マタニティ休暇制度 産前休業に入るまでの間、体調管理のための休暇を取得できる制度
産休・育休者能力アップ
支援制度 育児休業からスムーズに復職することを目的とした産休・育休者専用の情報共有サイト

保育料サポート制度 認可外保育所に入所している子が3歳になるまで、保育料の一部を補助する制度
育児短時間勤務 子が小学校3年生を終了するまでの間、1日最大2時間、勤務時間を短縮できる制度

子の看護休暇 小学校に進学するまでの子を持つ従業員が、子の疾患看護のために休暇を取得できる
制度

社内託児所 九州本社に開設している、事業所内保育施設（小学校に進学するまで利用可）

介護

介護休業 通算93日の範囲で、回数制限なく休業できる制度
介護短時間勤務 利用開始から3年の範囲で、1日最大2時間、勤務時間を短縮できる制度

介護休暇 要介護状態にある家族を介護する従業員が、介護や通院付き添いなどで休暇を取得
できる制度

雇用
定年後再雇用制度 65歳を上限に、定年に達した従業員を再雇用する制度
再雇用登録制度 育児や介護により退職する従業員が復職を望む場合、その希望を登録できる制度

生活
災害復旧及び疾病治療　　
資金貸し付け制度

居住する家屋または家財道具に被害が生じた場合、また本人を含む従業員家族に傷病が
生じた場合、復旧資金あるいは治療資金を貸し付ける制度

ボランティア休暇 ボランティア活動のための休暇制度

財形
持ち家援助制度 新規に持ち家を取得する従業員に、その費用を援助する制度

従業員持株会 社員の資産形成支援として、毎月の給与から自社株式を購入する制度
（購入資金に対して、奨励金の援助あり）

社会貢献 久光製薬株式会社
ほっとハート倶楽部 会員社員と会社が拠出する寄付金をもとに運営し、さまざまな社会貢献活動を行う


